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 メンバ 
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 事業概要 

航空機の高揚力装置及び降着装置から発生する機体騒音を低減する技術は, 空港周辺地域の騒音低
減を実現するために国際的にも注目されている. 本研究は, 機体騒音低騒音化の技術成熟度を将来の
旅客機開発ならびに装備品開発に適用可能な段階にまで高めることを目的とした FQUROH+事業の
一環として実施している. 最終的には本研究により, 国内航空産業界における国際競争力強化に貢献
するとともに, 空港周辺地域社会における騒音被害, エアラインの運航コスト (着陸料) の軽減に貢
献する. FQUROH+事業では実用的な低騒音化コンセプトと先進的な数値解析技術を基礎にした低騒
音化設計法の実現可能性を検証することを目的の一つとしている. 本事業コードでは, スパコンを用
いて主に Large/Detached Eddy Simulation (LES/DES) による先進的な大規模数値解析を実施し, 騒
音発生源の詳細把握や騒音予測, 低騒音化デバイスの形状設計を行った. 

 
参考 URL: http://www.aero.jaxa.jp/research/ecat/fquroh/ 

 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

FQUROH+事業は, 機体騒音低騒音化という課題に対し, スパコン利用を前提として, 最新の数値
解析技術を用いた低騒音化設計を積極的に活用することにより技術成熟を加速し, フィデリティの高
い設計技術開発を飛行試験によりデモンストレーションすることを目的としている. スパコンを利用
した大規模かつ高忠実度な数値解析により, 風洞試験のみでは困難な, 詳細な物理現象の把握を基礎
にした低騒音化設計を行うことが可能となる. 

 

 今年度の成果 

航空機の機体騒音源の一つである前縁高揚力装置のスラットについて, 騒音発生の物理現象をより

機体騒音低減技術の研究開発(FQUROH+)低騒音化設計研究 
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詳しく理解すべく 騒音発生に関わる渦の発達を詳細に捉えられるよう高解像度化手法の導入を行っ
た 図 スラット騒音評価のベンチマークとなる翼型を用いた空力音響解析より スラットにおける
流れ場と騒音源の詳細を把握するとともに スラット低騒音化コンセプトの提案と評価を行った 研
究を通して得られた低騒音化コンセプトの実機への適用に向けて 高揚力形態リージョナルジェット
主翼に対応したスラットおよびスラット支持装置の空力音響解析を実施し 解析に基づいて実機にお
ける低騒音化デバイス形状設計を行った

図 スラットカスプより発生するせん断層の渦発達 スラット騒音に関
連 に対する空力音響シミュレーションの高解像度化 高解像度化手法

導入前 同手法導入後

成果の公表

査読付き論文
山本一臣 葉山賢司 熊田俊行 林賢亮 機体騒音低減技術の飛行実証プロジェクト の

概 要 日 本 航 空 宇 宙 学 会 誌 年 月

村山光宏 飛翔のフラップ低騒音化 日本航空宇宙学会誌 年 月

査読なし論文
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招待講演

口頭発表
山本一臣 葉山賢司 林賢亮 熊田俊行 機体騒音低減技術の最近の研究開発動向と プ

ロジェクト 第 期日本航空宇宙学会年会講演会講演集 東京大学生産技
術研究所 年 月

横川譲 村山光宏 高石武久 香西政孝 浦弘樹 山本一臣 上野陽亮 飛翔フラップ低騒音化設
計の検証 第 期日本航空宇宙学会年会講演会講演集 東京大学生産技術
研究所 年 月

高石武久 横川譲 伊藤靖 山本一臣 上野陽亮 熊田俊行 飛翔の主脚低騒音化設計の検証 第
期日本航空宇宙学会年会講演会講演集 東京大学生産技術研究所

年 月
坂井玲太郎 村山光宏 山本一臣 上野陽亮 西村信祐 プロジェクトにおけるスラッ

ト低騒音化に向けた空力音響シミュレーション 第 期日本航空宇宙学会年会講演会講演集
東京大学生産技術研究所 年 月

山本一臣 葉山賢司 林賢亮 熊田俊行 機体騒音低減技術の飛行実証 における成果
と今後の課題 第 回飛行機シンポジウム 山口県下関市 年 月

平井亨 村山光宏 山本一臣 田中健太郎 伊藤靖 高石武久 横川譲 脚騒音低減多孔板の端部
形状効果 第 回飛行機シンポジウム 山口県下関市 年 月

坂井玲太郎 石田崇 村山光宏 伊藤靖 山本一臣 次精度低散逸スキームと直交ハイブリッド
格子による の高解像度空力音響解析 宇宙航空研究開発機構特別資料

年 月
田中健太郎 雨宮和久 池田友明 村山光宏 山本一臣 平井亨 高次精度スキームを用いた構造

格子 による空力・音響予測 宇宙航空研究開発機構特別資料
年 月
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内訳
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計算システム名 コア時間 コア・ 資源の利用割合※

ファイルシステム資源
ファイルシステム名 ストレージ割当量 資源の利用割合※

アーカイバ資源
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